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１. はじめに 

１－１ 経営戦略策定の趣旨 

下水道は、快適で衛生的な生活環境の創出をはじめ、河川など公共用水域における水質保全機

能等を有しています。 

本市の下水道事業は、1961 年度（昭和 36 年度）に事業着手以来、建設工事のコスト縮減対

策や、民間委託方式による施設運転管理業務の取り組み等、サービスの向上に努めてきました。 

近年、国の財政再建や市町村合併の推進、少子高齢化の進展など環境が変化する中、下水道事

業を取り巻く状況は厳しさを増しています。 

下水道の果たす役割は汚水処理の他、浸水被害の軽減、下水道資源のリサイクルによる地域へ

の貢献や地球温暖化対策など多岐にわたっていますが、処理場施設をはじめ、面整備の進捗と共

に増加した管渠の維持・更新など、多くの課題も抱えています。 

このような状況を踏まえ、今後における安定的なサービスの継続に向け、一層の経営基盤の強

化を図るための指針として「士別市下水道事業経営戦略」を策定しました。 

 

１－２ 経営戦略の位置付けと計画期間 

経営戦略は、本市の最上位計画である「士別市まちづくり総合計画」や「士別市都市計画マス

タープラン」との整合性を図っています。 

今後、効率的な維持管理に努め安定した汚水処理を継続していくため、計画期間を 2018 年

度（平成 30 年度）から 2027 年度（令和９年度）までの 10 年間としています。 

なお、2024 年度（令和６年度）から地方公営企業法適用になり、資産状況を踏まえた経営分

析が可能となることから、2024 年度（令和６年度）に向けて新たな経営戦略を策定することと

します。 

 

経営戦略の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

士別市下水道事業経営戦略 

2018 年度（平成 30 年度）～2027 年度（令和９年度） 

 

・士別市まちづくり総合計画 

・士別市都市計画マスタープラン 

士別市 
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２. 公共下水道（士別処理区） 

２－１ 施設 

本市の公共下水道は、1961 年度（昭和 36 年度）から事業に着手しており、1974 年度（昭

和 49 年度）には施設の供用を開始しています。 

1972 年度（昭和 47 年度）には合流式下水道から一部分流式下水道に排除方式を変更し、計

画的に整備を進めてきており、快適な生活環境の創出や浸水対策、公共用水域の水質保全に寄与

しています。 

2020 年度（令和 2 年度）末における汚水処理整備面積は、611.72ha であり、汚水処理区

域内人口は 13,705 人となっています。 

 

公共下水道事業の主な経過

年度 主な経過

1961年度
（昭和36年度）

士別処理区（旧士別市市街地）の124haの事業に着手。合流式下水
道で整備を進める。

1967年度
（昭和42年度）

士別処理区の事業区域を約161.7haに拡大。

1972年度
（昭和47年度）

士別処理区の事業区域を約226.6haに拡大。この年より下水道の排
除方式を一部分流式に変更し、整備を進める。

1974年度
（昭和49年度）

士別下水処理場が供用を開始。

1978年度
（昭和53年度）

人口のドーナツ化現象による、水洗化区域拡大により、士別処理区
の事業区域を約427.0haに拡大。

1982年度
（昭和57年度）

士別処理区の事業区域を約528.0haに拡大。

1984年度
（昭和59年度）

士別処理区の内、当初計画で排除方式を合流式で進めていた区域の
整備完了。以降、全て分流式により整備を図る。

1991年度
（平成３年度）

士別処理区の事業区域を約622.1haに拡大。

1997年度
（平成９年度）

士別処理区の事業区域を約668.8haに拡大。

2005年度
（平成17年度）

旧士別市と旧朝日町の市町村合併が成立。士別処理区の合流式下水
道の雨天時未処理下水放流の問題解決のため、合流式下水道改善事
業計画を樹立。下水道区域149.2haの完全分流化に着手。

2008年度
（平成20年度）

合流式下水道の早期改善を図るため、５年間で、中部第３排水区
40.4haの改善に向けた取り組みを進めることとし、士別市合流式下
水道緊急改善計画を策定。

2010年度
（平成22年度）

士別処理区の事業区域を約669.5haに拡大。

2013年度
（平成25年度）

士別処理区の事業区域を約669.９haに拡大。士別市合流式下水道緊
急改善計画完了。

2014年度
（平成26年度）

士別市公共下水道（水処理施設）長寿命化計画策定。

2017年度
（平成29年度）

士別市下水道ストックマネジメント計画策定。

2019年度
（令和元年度）

士別市下水道ストックマネジメント計画改正。
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（１）整備面積、管路整備延長の推移 

2020 年度（令和２年度）末における汚水処理整備面積は 611.72ha であり、管路整備

延長は 179km（うち、汚水管 99km、雨水管 63km、合流管 17km）となっています。 

  

 汚水処理整備面積の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管路整備延長の推移 
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（供用開始後年数） 

1974 年度（昭和 49 年度） 

（47 年間経過） 

地方公営企業法適用区分 

（全部適用・一部適用・非適用） 
非適用 

処理区域内人口密度 
22.39 人/ha 

2020 年度（令和 2 年度）末 
流域下水道等への接続の有無 無し 

処理区域 1 処理区 処理場数 1 施設 

広域化・共同化・最適化 

実施状況 

市内、農業集落排水、個別排水処理の汚泥については士別下水処理場で集約・

処理を行っています。 
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整備面積、管路整備延長の推移 

 

 

（2）処理区域内人口、水洗化人口の推移 

2020 年度（令和 2 年度）末における処理区域内人口 13,700 人の内、水洗化人口は

13,640 人であり、水洗化率は 99.6％となっています。 

 

 処理区域内人口、水洗化人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）流入水量、有収水量の推移 

2020 年度（令和 2 年度）末の年間処理水量は 4,336,470m3、年間汚水処理量は

3,593,894ｍ３、年間有収水量は 1,337,017ｍ3となっています。また、有収率は 37.2％

であり、類似団体と比較すると低い状況です。 

主な要因としましては、下水道事業整備に着手した当時は、合流式下水道による処理方式

であったため、雨天時には雨水も処理場に流入するなど、非効率的な処理場の運営経費とな

っています。 

また、管路やマンホールの老朽化に伴う継ぎ目からの侵入水や、宅地内にも設置されてい

るコンクリート製の汚水桝からの侵入水があることも要因となっています。 

現在、合流改善事業に取り組んでおり、併せて管路や汚水桝の改修を進めることで、雨水

侵入の減少を図ります。 

単塩度 累計 汚水 雨水 合流 合流改善 計 汚水 雨水 合流 合流改善 計

2010年 平成22年 0 608 0 0 0 2 2 80 44 34 5 163

2011年 平成23年 0 608 0 1 0 2 3 80 45 34 7 166

2012年 平成24年 3 611 0 0 0 2 2 80 45 34 9 168

2013年 平成25年 1 612 1 0 0 2 3 81 45 34 11 171

2014年 平成26年 0 612 0 0 0 2 2 81 45 34 13 173

2015年 平成27年 0 612 0 1 0 1 2 81 46 34 14 175

2016年 平成28年 0 612 0 0 0 1 1 81 46 34 15 176

2017年 平成29年 0 612 0 0 0 1 1 81 46 34 16 177

2018年 平成30年 0 612 1 0 0 0 1 82 46 34 16 178

2019年 令和元年 0 612 0 0 0 0 0 82 46 34 16 178

2020年 令和2年 0 612 0 0 0 1 1 82 46 34 17 179

西暦 和暦

整備管路延長（km）
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年間処理水量、年間有収水量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 組織 

本市の公共下水道事業は、建設水道部が所管しており、職員については、2020 年度（令和

2 年度）末現在で事務職２人、技術職３人が従事しています。 

 

 年度別職員数の推移  

西暦 和暦 事務職 技術職 合計 

2010 年 平成 22 年 3 人 3 人 6 人 

2011 年 平成 23 年 3 人 3 人 6 人 

2012 年 平成 24 年 3 人 3 人 6 人 

2013 年 平成 25 年 3 人 3 人 6 人 

2014 年 平成 26 年 2 人 3 人 5 人 

2015 年 平成 27 年 2 人 3 人 5 人 

2016 年 平成 28 年 2 人 3 人 5 人 

2017 年 平成 29 年 2 人 3 人 5 人 

2018 年 平成 30 年 2 人 3 人 5 人 

2019 年 令和元年 2 人 3 人 5 人 

2020 年 令和 2 年 2 人 3 人 5 人 

 

２－３ 民間活用 

（１）民間委託 

本市では、2005 年度（平成 17 年度）から士別下水処理場の維持管理を民間委託してお

り、委託業務従事者については、2020 年度（令和 2 年度）末現在で 16 人が従事していま

す。 

 

（２）指定管理者制度等 

下水道事業は、生活排水などの汚水を良質な処理水に処理し、河川へ放流するという重要

な責務を担っているため、市が事業管理者となり、維持管理業務については、民間活力を導

入し、円滑な事業運営に努めています。このため、指定管理者制度の検討はしていません。 

また、今後においても大規模な改築更新事業等の予定をしていないため、PPP・PFI 等の

活用についても見込んでいません。 
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２－４ 資産活用 

（１）エネルギー利用（下水汚泥・発電等・下水熱） 

下水汚泥の有効利用については、堆肥化した汚泥を主に、家庭菜園やガーデニングなど市内

で緑農地利用をしており、資源循環の観点からも環境負荷の小さい非常に優れた手法であるこ

とから、今後も引き続き取り組んでいきます。 

発電等については、現在行っていませんが、消化タンクを有しているため、発生ガスを用いて、

場内の暖房や施設の加温に使用しています。 

下水熱利用については、本市に布設している下水道管の管径は小さく、現在の技術では困難

であるため、未実施となっています。 

今後、広域的な観点から、施設統合のような検討が必要となった場合には、資源・資産の活

用について詳細に検討を行います。 

 

（２）土地・施設等利用（未利用土地・施設の活用等）  

本市の公共下水道事業は、処理場施設用地及び管路施設用地を保有しており、現時点では公

共下水道施設としての利用のみとなっています。 

 

２－５ 将来の事業環境 

 （１）水洗化人口の予測 

   水洗化人口は、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口に基づいて処理区域内人口を予

測し、水洗化率の動向を考慮し、算出しています。 

   水洗化率は、2020 年度（令和２年度）時点で 99.6%と高い水準となっているため、横ば

いで推移すると見込んでいます。 

水洗化人口は、人口の減少に伴い減少傾向となります。 

 

（２）有収水量と下水道使用料の予測 

有収水量の推計値は、令和 2 年度における有収水量と水洗化人口の比率をもとに、将来の

水洗化人口の推計値から算出しています。 

有収水量は、水洗化人口の減少に伴い減少傾向となり、下水道使用料についても同様に減少

する見込みです。 

水洗化人口と有収水量の推計 
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２－6 経営健全化の取り組みと業務指標 

 （１）経営改善に向けた取り組み 

  【１】収入増加の取り組み 

    使用料の改定は、公営企業会計移行後に、資産の運用状況を踏まえた財政計画を作成した

うえで判断していきます。 

    使用料は、人口の減少に伴い減少傾向となる見込みのため、収入の増加を見込むのは厳し

いものの、口座振替の推進やコンビニエンスストアでの納付の開始、また、自治体 DX の推

進に伴いキャッシュレス決済の導入に取り組み、使用者の利便性の向上を図ることで収納率

を維持します。 

  【２】支出削減の取り組み 

    2022 年度（令和４年度）から隔月検針・隔月請求への移行と集金業務の廃止により、

料金徴収にかかる経費を削減します。また、納付書の様式の見直しや口座振替の推進などに

取り組むことで経費の圧縮を図ります。 

  【３】財政状況を考慮した投資 

    投資事業を実施する際は、財源となる補助金や交付金を確保し、財政状況を考慮して投資

を行います。また、借入金返済の負担を軽減するため、基礎的財政収支を踏まえて、事業の

平準化を図ります。 

  

 （２）業務指標 

  【１】収納率 

    収納率は、使用料の調定額のうち実際に納付された額の割合を表す指標です。 

[算出式]  下水道使用料収納額 

下水道使用料調定額  

 

  【２】経費回収率 

    経費回収率は、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているかを表した指標で

す。 

[算出式]        下水道使用料 

        汚水処理費（公費負担分を除く）  

 

【３】企業債残高事業規模比率 

企業債残高事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の

規模を表す指標です。 

 [算出式]     地方債現在高合計 － 一般会計負担額 

営業収益 － 受託工事収益 － 雨水処理負担金  

 

 

 

 

 

 

× 100 

× 100 

× 100 
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２－７ 投資計画 

（１）合流改善       

2005 年度（平成 17 年度）に合流式下水道改善事業を立ち上げ、下水道区域面積 149.2ha

のうち、2020 年度（令和 2 年度）末で 73.5ha を分流化に整備しています。 

なお、本市では、国の通知を受け 2009 年度（平成 21 年度）から 2013 年度（平成 25

年度）の５カ年間に、緊急改善事業として、早期の分流化に取り組みました。緊急改善事業完

了後においても、財政状況を考慮しつつ、2031 年度（令和 13 年度）を目処に全ての合流区

域の分流化を図ります。 

 

（２）雨水・汚水 

公共下水道地区において 2020 年度（令和 2 年度）末現在の下水道普及率は 99.96％とな

っており、今後においても、処理区域内全ての市民に対し汚水処理の未普及解消を図ります。 

また、雨水による浸水被害に対処するため、計画的に雨水の排除を目的とした雨水管の整備

を進め、浸水の防除に努めます。 

 

（３）管路施設長寿命化 

老朽化した管路やマンホールについては、流量・テレビカメラ調査などを実施することによ

り補修箇所を特定し、効果の高い修繕を行っていくことで施設の延命化を図ります。 

 

（４）水処理施設改築更新  

対象施設は、士別下水処理場及び市内２箇所のマンホールポンプ所であり、士別下水処理場

については、供用開始後 40 年以上が経過し、経年劣化が顕著に現れていることから、2019

年度（令和元年度）に改定した「士別市下水道ストックマネジメント計画」に基づき、機械、

電気設備等の適切な更新を実施します。 

今後においても、持続可能な公共下水道事業を継続するために、施設の状況把握に努め、計

画的かつ効率的な維持管理を行っていくことにより、施設延命化とコスト縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

業務指標 

2019 年度 

（令和元年度） 

実績 

2019 年度 

（令和元年度） 

類似団体実績 

2027 年度 

（令和９年度） 

目標年限 

収納率（現年度分） 99.76% － 99.76% 

経費回収率 98.35% 86.94% 100.00% 

企業債残高事業規模比率 982.61% 807.75% 801.64％ 
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２－８ 財政計画 

（１）使用料の見直しに関する事項 

使用料改定にあたっては、水道料金の考え方との整合性も含め、特定環境保全公共下水道

事業、農業集落排水事業、個別排水処理施設事業の収支等は、算定には含めず、公共下水道

事業の財政状況を基準に試算します。 

使用料の改定は、公営企業会計移行後に、資産の運用状況を踏まえた財政計画を作成した

うえで判断していきます。 

 

（２）公営企業会計への移行 

2024 年度（令和６年度）からの公営企業会計適用に向けて資産台帳の整理を進め、経営

状態の透明化に努めます。 

 

（３）その他 

下水道使用料については、これまでも高い収納率で推移していることから、継続して適正

な収納事務に取り組むことで財源の確保に努めていくとともに、国庫交付金事業をはじめ、

計画的に資本費平準化債を活用することで、財政負担の軽減を図ります。 

また、水洗化への普及・啓発や水洗化資金貸付制度の活用を促進することにより、水洗化

率 100％を目指します。 
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３. 特定環境保全公共下水道（朝日処理区） 

３－１ 施設 

本市の特定環境保全公共下水道は、旧朝日町において 1994 年度（平成 6 年度）から事業

に着手し、1999 年度（平成 11 年度）には施設の供用を開始しています。 

2020 年度（令和 2 年度）末の汚水処理整備面積は 95ha であり、汚水処理区域内人口は

950 人となっています。 

 

 

特定環境保全公共下水道の主な経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設概要 

 

 

供用開始年度 

（供用開始後年数） 

1999 年度（平成 11 年度） 

（22 年間経過） 

地方公営企業法適用区分 

（全部適用・一部適用・非適用） 
非適用 

処理区域内人口密度 
10.00 人/ha 

2020 年度（令和 2 年度）末 
流域下水道等への接続の有無 無し 

処理区域 1 処理区 処理場数 1 施設 

広域化・共同化・最適化 

実施状況 

現在、広域化・共同化・最適化等の実施は行っておりませんが、今後は、

市町村合併のメリットを生かした、より一層の効率化（管理のあり方、情

報の共有、施設の統合など）を検討します。 

年度 主な経過

1994年度
（平成６年度）

当初認可　天塩川の汚濁防止、住民の意向を踏まえ49haの事業に着手
する。

1999年度
（平成11年度）

朝日浄化センターが供用開始。町営温泉、造成計画に伴う全体計画区域
の変更や整備促進のための事業計画区域を98haに拡大。

2005年度
（平成17年度）

旧士別市と旧朝日町の市町村合併が成立。

2010年度
（平成22年度）

事業計画人口を1,700人から1,300人に変更。

2014年度
（平成26年度）

士別市公共下水道（水処理施設）長寿命化計画策定。

2017年度
（平成29年度）

士別市下水道ストックマネジメント計画策定。

2019年度
（令和元年度）

士別市下水道ストックマネジメント計画改正。
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（１）整備面積、管路整備延長の推移 

2020 年度（令和 2 年度）末における汚水処理整備面積は 95ha であり、管路整備延長

は 16km（汚水管）となっています。 

 

汚水処理整備面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管路整備延長の推移 
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整備面積、管路整備延長の推移 

 

 

（２）処理区域内人口、水洗化人口の推移 

2020 年度（令和 2 年度）末における処理区域内人口 950 人の内、水洗化人口は 837

人であり、水洗化率は 88.1％となっています。 

 

処理区域内人口、水洗化人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）流入水量、有収水量の推移 

特定環境保全公共下水道事業の処理水量は全て汚水となっています。2020 年度（令和 2

年度）末における年間汚水処理水量132,362m3の内、年間有収水量は98,327m3であり、

有収率は 74.3％となっています。 

 

 

西暦 和暦

汚水 雨水 合流 計 汚水 雨水 合流 計

2010年 平成22年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2011年 平成23年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2012年 平成24年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2013年 平成25年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2014年 平成26年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2015年 平成27年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2016年 平成28年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2017年 平成29年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2018年 平成30年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2019年 令和元年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

2020年 令和2年 0 95 0 0 0 0 16 0 0 16

整備済み面積（ha） 整備管路延長（km）
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単年度 累計
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 年間汚水処理水量、年間有収水量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 組織 

本市の特定環境保全公共下水道事業は、市民自治部朝日支所経済建設課が所管しており、職

員については、2020 年度（令和 2 年度）末現在で事務職１人が従事しています。 

 

年度別職員数の推移 

西暦 和暦 事務職 技術職 合計 

2010 年 平成 22 年 １人 ０人 １人 

2011 年 平成 23 年 １人 ０人 １人 

2012 年 平成 24 年 １人 ０人 １人 

2013 年 平成 25 年 １人 ０人 １人 

2014 年 平成 26 年 １人 ０人 １人 

2015 年 平成 27 年 １人 ０人 １人 

2016 年 平成 28 年 １人 ０人 １人 

2017 年 平成 29 年 １人 ０人 １人 

2018 年 平成 30 年 １人 ０人 １人 

2019 年 令和元年 １人 ０人 １人 

2020 年 令和 2 年 １人 ０人 １人 

 

 

 

３－３ 民間活用 

（1）民間委託 

本市では、1994 年度（平成６年度）から処理場の維持管理を民間委託しており、委託業

務従事者については、2020 年度（令和 2 年度）末現在で２人が従事しています。 
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（２）指定管理者制度等 

特定環境保全公共下水道事業は、生活排水などの汚水を良質な処理水に処理し、河川へ放

流するという重要な責務を担っているため、市が事業管理者となり、維持管理業務について

は、民間活力を導入し、円滑な事業運営に努めています。このため、指定管理者制度の検討

はしていません。 

また、今後においても大規模な改築更新事業等の予定をしていないため、PPP・PFI 等の

活用についても見込んでいません。 

 

３－４ 資産活用 

（１）エネルギー利用（下水汚泥・発電等・下水熱）  

下水汚泥の有効利用については、堆肥化した汚泥を主に、家庭菜園やガーデニングなど市

内で緑農地利用をしており、資源循環の観点からも環境負荷の小さい非常に優れた手法であ

ることから、今後も引き続き取り組んでいきます。 

発電等ついては、消化槽がないことから、消化ガス発電は行っておらず、また、下水熱利

用についても、規模が小さく、技術的に困難であるため、未実施となっています。 

今後、広域的な観点から、施設統合のような検討が必要となった場合には、資源・資産の

活用について詳細に検討を行います。 

 

（２）土地・施設等利用（未利用土地・施設の活用等）  

本市の特定環境保全公共下水道事業は、処理場施設用地及び管路施設用地を保有しており、

現時点では特定環境保全公共下水道施設としての利用のみとなっています。 

 

３－５ 将来の事業環境 

 （１）水洗化人口の予測 

   水洗化人口は、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口に基づいて処理区域内人口を予

測し、水洗化率の動向を考慮し、算出しています。 

   水洗化率は、2020 年度（令和２年度）時点で 88.1%と高い水準となっているため、横

ばいで推移すると見込んでいます。 

水洗化人口は、人口の減少に伴い減少傾向となります。 

 

（２）有収水量と下水道使用料の予測 

有収水量の推計値は、令和 2 年度における有収水量と水洗化人口の比率をもとに、将来

の水洗化人口の推計値から算出しています。 

有収水量は、水洗化人口の減少に伴い減少傾向となり、下水道使用料についても同様に減

少する見込みです。 
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水洗化人口と有収水量の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－６ 経営健全化の取り組みと業務指標 

 （１）経営健全化に向けた取り組み 

  【１】収入増加の取り組み 

    特定環境保全公共下水道事業の使用料は、地域間の格差を生じさせないよう公共下水道

事業の使用料金を適用しており、特定環境保全公共下水道事業の経費回収率を基礎とした

使用料の改定は実施しません。 

 使用料は、人口の減少に伴い減少傾向となる見込みのため、収入の増加を見込むのは厳

しいものの、口座振替の推進やコンビニエンスストアでの納付の開始、また、自治体 DX

の推進に伴いキャッシュレス決済の導入に取り組み、使用者の利便性の向上を図ることで、

収納率を維持します。 

  【２】支出削減の取り組み 

    2022 年度（令和４年度）から隔月検針・隔月請求への移行と集金業務の廃止により、

料金徴収にかかる経費を削減します。また、納付書の様式の見直しや口座振替の推進など

に取り組むことで経費の圧縮を図ります。 

経営健全化に向けた維持管理経費縮減の取り組みを講じますが、使用料が減少するなか

で、経費回収率の改善は厳しい状況となっています。 

  【３】財政状況を考慮した投資 

    投資事業を実施する際は、財源となる補助金や交付金を確保し、財政状況を考慮して投

資を行います。また、借入金返済の負担を軽減するため、基礎的財政収支を踏まえて、事

業の平準化を図ります。 

    

（２）業務指標 

【１】収納率 

    収納率は、使用料の調定額のうち実際に納付された額の割合を表す指標です。 

[算出式]  下水道使用料収納額 

下水道使用料調定額  
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10,000

15,000

20,000

25,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

推
計
人
口
、
水
洗
化
人
口

有
収
水
量

有収水量 推計人口 水洗化人口
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【２】経費回収率 

経費回収率は、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているかを表した指標 

です。 

[算出式]        下水道使用料 

      汚水処理費（公費負担分を除く）  

 

【３】企業債残高事業規模比率 

企業債残高事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高

の規模を表す指標です。 

[算出式]     地方債現在高合計 － 一般会計負担額 

営業収益 － 受託工事収益 － 雨水処理負担金  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－７ 投資計画 

（１）水処理施設改築更新 

対象施設は朝日浄化センターであり、供用開始後 20 年以上が経過し、経年劣化が顕著に

現れていることから、2019 年度（令和元年度）に改定した「士別市下水道ストックマネジ

メント計画」に基づき、機械、電気設備等の適切な更新を実施します。 

今後においても、持続可能な特定環境保全公共下水道事業を継続するために、施設の把握

に努め、計画的かつ効率的な維持管理を行っていくことにより、施設延命化とコスト縮減を

図ります。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務指標 

2019 年度 

（令和元年度） 

実績 

2019 年度 

（令和元年度） 

類似団体実績 

2027 年度 

（令和９年度） 

目標年限 

収納率（現年度分） 99.99% － 99.99% 

経費回収率 46.21% 71.84% 33.59% 

企業債残高事業規模比率 0％ 1,206,79% 0％ 

 

 

× 100 

× 100 
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３－８ 財政計画 

（１）使用料の見直しに関する事項 

本来、使用料で全ての経費を賄う事が望ましいとされていますが、急速な人口減少や、二

度にわたる合併の経過を踏まえて、市民に対し地域間の格差を生じさせないため、公共下水

道事業の使用料金を適用しています。 

また、特定環境保全公共下水道事業の経費回収率を基礎とした使用料の改定は実施しない

こととしているため、収支ギャップの解消を図ることは厳しい状況です。 

こうした状況から、経費節減の経営努力や人口減少による施設規模の見直し、施設の統廃

合なども視野に入れながら、収支ギャップの解消に努めていきます。 

 

（２）公営企業会計への移行 

2024 年度（令和６年度）からの公営企業会計適用向けて資産台帳の整理を進め、経営状

態の透明化に努めます。 

 

（３）その他 

特定環境保全公共下水道使用料については、これまでも高い収納率で推移していることか

ら、継続して適正な収納事務に取り組むことで財源の確保に努めていくとともに、国庫交付

金事業をはじめ、計画的に資本費平準化債を活用することで、財政負担の軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
－
８

 
財
政
計
画

 

 

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

　
度

2
0
1
8
年

度
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
3
年

度
2
0
2
4
年

度
2
0
2
5
年

度
2
0
2
6
年

度
2
0
2
7
年

度

区
分

（
平

成
3
0
年

度
）

（
令

和
元

年
度

）
（
令

和
２

年
度

）
（
令

和
３

年
度

）
（
令

和
４

年
度

）
（
令

和
５

年
度

）
（
令

和
６

年
度

）
（
令

和
７

年
度

）
（
令

和
８

年
度

）
（
令

和
９

年
度

）

1
(A

)
7
9
,7

6
0

7
5
,7

4
9

7
5
,6

7
4

7
7
,9

8
9

7
8
,8

4
3

8
5
,4

9
0

8
2
,5

7
6

8
2
,0

1
5

7
7
,1

8
1

7
9
,8

8
8

（
１

）
(B

)
1
4
,7

7
6

1
4
,4

3
5

1
4
,1

0
8

1
3
,9

6
7

1
3
,8

2
7

1
3
,6

8
9

1
3
,5

5
2

1
3
,4

1
6

1
3
,2

8
2

1
3
,1

4
9

ア
1
4
,7

7
5

1
4
,4

3
5

1
4
,1

0
8

1
3
,9

6
7

1
3
,8

2
7

1
3
,6

8
9

1
3
,5

5
2

1
3
,4

1
6

1
3
,2

8
2

1
3
,1

4
9

イ
(C

)

ウ
1

（
２

）
6
4
,9

8
4

6
1
,3

1
4

6
1
,5

6
6

6
4
,0

2
2

6
5
,0

1
6

7
1
,8

0
1

6
9
,0

2
4

6
8
,5

9
9

6
3
,8

9
9

6
6
,7

3
9

ア
6
4
,9

8
4

6
1
,3

1
4

6
1
,5

6
6

6
4
,0

2
2

6
5
,0

1
6

7
1
,8

0
1

6
9
,0

2
4

6
8
,5

9
9

6
3
,8

9
9

6
6
,7

3
9

イ

２
(D

)
4
2
,8

1
9

3
8
,1

3
2

3
7
,5

9
1

3
9
,1

2
2

3
9
,2

6
5

3
9
,4

1
7

3
9
,6

2
3

3
9
,8

5
7

4
0
,9

7
3

4
0
,6

6
9

（
１

）
3
4
,7

4
9

3
1
,2

4
0

3
1
,3

9
5

3
3
,6

4
5

3
4
,4

9
5

3
5
,3

7
0

3
6
,2

7
1

3
7
,1

9
9

3
8
,9

3
0

3
9
,1

4
0

ア イ
3
4
,7

4
9

3
1
,2

4
0

3
1
,3

9
5

3
3
,6

4
5

3
4
,4

9
5

3
5
,3

7
0

3
6
,2

7
1

3
7
,1

9
9

3
8
,9

3
0

3
9
,1

4
0

（
２

）
8
,0

7
0

6
,8

9
2

6
,1

9
6

5
,4

7
7

4
,7

7
0

4
,0

4
7

3
,3

5
2

2
,6

5
8

2
,0

4
3

1
,5

2
9

ア
8
,0

7
0

6
,8

9
2

6
,1

9
6

5
,4

7
7

4
,7

7
0

4
,0

4
7

3
,3

5
2

2
,6

5
8

2
,0

4
3

1
,5

2
9

イ

３
(E

)
3
6
,9

4
1

3
7
,6

1
7

3
8
,0

8
3

3
8
,8

6
7

3
9
,5

7
8

4
6
,0

7
3

4
2
,9

5
3

4
2
,1

5
8

3
6
,2

0
8

3
9
,2

1
9

１
(F

)
7
6
,3

0
9

4
,1

0
9

6
9
,2

9
8

6
5
,1

7
1

1
4
0
,6

6
9

7
1
,2

1
8

5
1
,7

9
6

7
3
,2

7
1

7
2
,3

7
1

（
１

）
3
4
,3

0
0

2
,0

0
0

3
1
,3

0
0

2
9
,9

0
0

6
5
,3

0
0

3
3
,1

0
0

2
8
,9

0
0

3
8
,0

0
0

3
7
,1

0
0

4
0
0

5
,8

0
0

8
,1

0
0

7
,2

0
0

（
２

）

（
３

）

（
４

）

（
５

）
4
2
,0

0
9

2
,0

0
7

3
7
,9

9
8

3
5
,2

7
1

7
5
,3

6
9

3
8
,1

1
8

2
2
,8

9
6

3
5
,2

7
1

3
5
,2

7
1

（
６

）
1
0
2

（
７

）

２
(G

)
3
6
,9

4
1

1
1
3
,9

2
6

4
2
,1

9
2

1
0
8
,1

6
5

1
0
4
,7

4
9

1
8
6
,7

4
2

1
1
4
,1

7
1

9
3
,9

5
4

1
0
9
,4

7
9

1
1
1
,5

9
0

（
１

）
7
6
,3

8
0

4
,0

1
5

6
9
,3

4
1

6
5
,2

2
0

1
4
3
,0

4
0

7
1
,0

4
0

4
9
,2

6
0

6
5
,2

2
0

6
5
,2

2
0

（
２

）
(H

)
3
6
,9

4
1

3
7
,5

4
6

3
8
,1

7
7

3
8
,8

2
4

3
9
,5

2
9

4
3
,7

0
2

4
3
,1

3
1

4
4
,6

9
4

4
4
,2

5
9

4
6
,3

7
0

（
３

）

（
４

）

（
５

）

３
(I
)

△
 3

6
,9

4
1

△
 3

7
,6

1
7

△
 3

8
,0

8
3

△
 3

8
,8

6
7

△
 3

9
,5

7
8

△
 4

6
,0

7
3

△
 4

2
,9

5
3

△
 4

2
,1

5
8

△
 3

6
,2

0
8

△
 3

9
,2

1
9

(J
)

(K
)

(L
)

(M
)

(N
)

(O
)

(X
)

3
9
3
,4

0
9

3
9
0
,1

6
2

3
5
3
,9

8
5

3
4
6
,4

6
1

3
3
6
,8

3
2

3
5
8
,4

3
0

3
4
8
,3

9
9

3
3
2
,6

0
5

3
2
6
,3

4
6

3
1
7
,0

7
6

地
方

債
残

高

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

(J
)-

(K
)+

(L
)-

(M
)

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源

他
会

計
長

期
借

入
金

返
還

金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

そ
の

他

収
支

差
引

(F
)-

(G
)

収
支

再
差

引
(E

)+
(I
)

他
会

計
借

入
金

固
定

資
産

売
却

代
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

資 本 的 支 出

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

収
支

差
引

(A
)-

(D
)

資 　 本 　 的 　 収 　 支

資 本 的 収 入

資
本

的
収

入

地
方

債

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
補

助
金

他
会

計
繰

入
金

そ
の

他

収 益 的 支 出

総
費

用

営
業

費
用

職
員

給
与

費

う
ち

退
職

手
当

そ
の

他

営
業

外
費

用

支
払

利
息

（
特

定
環

境
保

全
公

共
下

水
道

）

収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 収 入

総
収

益

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

外
収

益



 22 

４. 農業集落排水 

４－１ 施設 

本市の農業集落排水事業は、上士別地区、多寄地区、中士別第一・第二地区の計４地区を採

択し、1978 年度（昭和 5３年度）に上士別地区から順次事業に着手し、1997 年度（平成

９年度）までに全ての施設で供用を開始しています。2020 年度（令和 2 年度）末における

普及状況は、整備面積 100.7ｈa であり、汚水処理区域内人口 607 人となっています。 

 

 農業集落排水施設の主な経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設概要 
 

供用開始年度 

（供用開始後年数） 

○上士別環境センター 

   1981 年度（昭和 56 年度） 

   （40 年間経過） 

○水澄館 

   1996 年度（平成 8 年度） 

   （25 年間経過） 

○中士別第一・第二真水館 

   1997 年度（平成 9 年度） 

   （24 年間経過） 

地方公営企業法適用区分 

（全部適用・一部適用・非適用） 
非適用 

処理区域内人口密度 
6.00 人/ha 

2020 年度（令和 2 年度）末 
流域下水道等への接続の有無 無し 

処理区域 ４処理区 処理場数 ４施設 

広域化・共同化・最適化 

実施状況 

現農業集落排水処理施設から排出される汚泥は、公共下水道の士別下水処理

場で集約・処理を行っています。今後は、市町村合併のメリットを生かした、

より一層の効率化（管理のあり方、情報の共有、施設の統合など）を検討し

ます。 

 

年度 主な経過

1978年度
（昭和53年度）

上士別地区（上士別環境センター）の事業に着手。

1981年度

（昭和56年度）
土壌式接触循環ばっ気方式を採用し、計画人口1,000人で上士別地区供用開始。

1993年度

（平成５年度）
多寄地区（水澄館）の事業に着手。

1994年度
（平成６年度）

中士別地区（２箇所　中士別第一真水館、中士別第二真水館）の事業に着手。

1996年度
（平成８年度）

回分式活性汚泥方式を採用し、計画人口770人で多寄地区供用開始。

1997年度
（平成９年度）

沈殿分離接触ばっ気方式を採用し、計画人口270人（中士別第一）、計画人口
90人（中士別第二）で中士別地区供用開始。上士別地区の計画人口640人に変

更。
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（１）整備面積、管路整備延長の推移 

汚水整備は完了しており、2020 年度（令和 2 年度）末における汚水処理の整備面積は

101ha であり、管路整備延長については、22km（汚水管）となっています。 

 

整備面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

管路整備延長の推移 
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整備面積、管路整備延長の推移 
 

 

 

（２）処理区域内人口、水洗化人口 

2020 年度（令和 2 年度）末の処理区域内人口 607 人の内、水洗化人口は 588 人であ

り、水洗化率は 96.9％となっています。 

 

処理区域内人口、水洗化人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）流入水量、有収水量の推移 

農業集落排水事業の処理水量は全て汚水となっています。2020 年度（令和 2 年度）末

における年間汚水処理水量 101,749m3の内、年間有収水量は 54,985m3であり、有収率

は 54.0％となっています。 

 

 

西暦 和暦

汚水 雨水 合流 計 汚水 雨水 合流 計

2010年 平成22年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2011年 平成23年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2012年 平成24年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2013年 平成25年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2014年 平成26年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2015年 平成27年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2016年 平成28年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2017年 平成29年 0 101 0 0 0 0 21 0 0 21

2018年 平成30年 0 101 1 0 0 1 22 0 0 22

2019年 令和元年 0 101 0 0 0 0 22 0 0 22

2020年 令和2年 0 101 0 0 0 0 22 0 0 22

整備済み面積（ha） 整備管路延長（km）

単年度 累計
単年度 累計

（人） 

（％） 
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年間汚水処理水量、年間有収水量の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－２ 組織 

本市の農業集落排水事業は、建設水道部が所管しており、職員については、2020 年度（令

和 2 年度）末現在で事務職２人、技術職３人が従事しています。 

 

年度別職員数の推移 

西暦 和暦 事務職 技術職 合計 

2010 年 平成 22 年 3 人 3 人 6 人 

2011 年 平成 23 年 3 人 3 人 6 人 

2012 年 平成 24 年 3 人 3 人 6 人 

2013 年 平成 25 年 3 人 3 人 6 人 

2014 年 平成 26 年 2 人 3 人 5 人 

2015 年 平成 27 年 2 人 3 人 5 人 

2016 年 平成 28 年 2 人 3 人 5 人 

2017 年 平成 29 年 2 人 3 人 5 人 

2018 年 平成 30 年 2 人 3 人 5 人 

2019 年 令和元年 2 人 3 人 5 人 

2020 年 令和 2 年 2 人 3 人 5 人 

 

４－３ 民間活用 

（１）民間委託 

本市では、1997 年度（平成９年度）から処理場の維持管理を民間委託しており、委託業

務従事者については、2020 年度（令和 2 年度）末現在で１人が従事しています。 

 

（２）指定管理者制度等 

農業集落排水事業は、生活排水などの汚水を良質な処理水に処理し、河川へ放流するとい

う重要な責務を担っているため、市が事業管理者となり、維持管理業務については、民間活

力を導入し、円滑な事業運営に努めています。このため、指定管理者制度の検討はしていま

せん。 

また、今後においても大規模な改築更新事業等の予定をしていないため、PPP・PFI 等の

活用についても見込んでいません。 
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４－４ 資産活用 

（１）エネルギー利用（下水汚泥・発電等・下水熱） 

下水汚泥の有効利用については、堆肥化した汚泥を主に、家庭菜園やガーデニングなど市

内で緑農地利用をしており、資源循環の観点からも環境負荷の小さい非常に優れた手法であ

ることから、今後も引き続き取り組んでいきます。 

発電等ついては、消化槽がないことから、消化ガス発電は行っておらず、また、下水熱利

用についても、規模が小さく、技術的に困難であるため、未実施となっています。 

今後、広域的な観点から、施設統合のような検討が必要となった場合には、資源・資産の

活用について詳細に検討を行います。 

 

（２）土地・施設等利用（未利用土地・施設の活用等）  

本市の農業集落排水事業は、処理場施設用地及び管路施設用地を保有しており、現時点で

は農業集落排水施設としての利用のみとなっています。 

 

４－５ 将来の事業環境 

 （１）水洗化人口の予測 

   水洗化人口は、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口に基づいて処理区域内人口を予

測し、水洗化率の動向を考慮し、算出しています。 

   水洗化率は、2020 年度（令和２年度）時点で 96.9%と高い水準となっているため、横

ばいで推移すると見込んでいます。 

水洗化人口は、人口の減少に伴い減少傾向となります。 

 

（２）有収水量と集落排水施設使用料の予測 

有収水量の推計値は、令和 2 年度における有収水量と水洗化人口の比率をもとに、将来

の水洗化人口の推計値から算出しています。 

有収水量は、水洗化人口の減少に伴い減少傾向となり、集落排水施設使用料についても同

様に減少する見込みです。 
 

              水洗化人口と有収水量の推計 
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４－6 経営健全化の取り組みと業務指標 

 （１）経営改善に向けた取り組み 

  【１】収入増加の取り組み 

農業集落排水事業の使用料は、地域間の格差を生じさせないよう公共下水道事業の使用

料金を適用しており、農業集落排水事業の経費回収率を基礎とした使用料の改定は実施し

ません。 

    使用料は減少傾向となる見込みのため、収入の増加を見込むのは厳しいものの、口座振

替の推進やコンビニエンスストアでの納付の開始、また、自治体 DX の推進に伴いキャッ

シュレス決済の導入に取り組み、使用者の利便性の向上を図ることで、収納率を維持しま

す。 

  【２】支出削減の取り組み 

    2022 年度（令和４年度）から隔月検針・隔月請求への移行と集金業務の廃止により、

料金徴収にかかる経費を削減します。また、納付書の様式の見直しや口座振替の推進など

に取り組むことで経費の圧縮を図ります。 

経営健全化に向けた維持管理経費縮減の取り組みを講じますが、使用料が減少するなか

で、経費回収率の改善は厳しい状況となっています。 

  【３】財政状況を考慮した投資 

    投資事業を実施する際は、財源となる補助金や交付金を確保し、財政状況を考慮して投

資を行います。また、借入金返済の負担を軽減するため、基礎的財政収支を踏まえて、事

業の平準化を図ります。 

 

（２）業務指標 

  【１】収納率 

    収納率は、使用料の調定額のうち実際に納付された額の割合を表す指標です。 

[算出式]  集落排水施設使用料収納額 

集落排水施設使用料調定額  

 

  【２】経費回収率 

    経費回収率は、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているかを表した指標

です。 

[算出式]       集落排水施設使用料 

        汚水処理費（公費負担分を除く）  

 

【３】企業債残高事業規模比率 

企業債残高事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高

の規模を表す指標です。 

 [算出式]     地方債現在高合計 － 一般会計負担額 

営業収益 － 受託工事収益 － 雨水処理負担金  

 

  

× 100 

× 100 

× 100 
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４－７ 投資計画 

（１）上士別地区 

水処理施設である上士別環境センターは、供用開始後 40 年以上が経過し、近年、経年劣

化が顕著に現れていることから、2012 年度（平成 24 年度）から 2017 年度（平成 29

年度）にかけ、機械・電気設備等の適切な更新を行ってきました。 

また、不明水対策とした管路施設の更新についても、2018 年度（平成 30 年度）まで行

っており、引き続き有収率の向上に努めます。 

 

（２）多寄地区 

水処理施設である水澄館は、供用開始後 20 年以上が経過し、2013 年度（平成 25 年度）

から 2016 年度（平成 28 年度）にかけ、機械・電気設備等の適切な更新を行ってきたこ

とから、今後は適切な維持管理に努めます。  

 

（３）中士別第一・第二地区 

水処理施設である中士別第一・第二真水館や管路施設については、供用開始後 20 年以上

が経過し、近年、経年劣化が顕著に現れていることから、2018 年度（平成 30 年度）から

2021 年度（令和 3 年度）にかけ、機械・電気設備等の適切な更新を行いました。 

今後は適切な維持管理に努めます。 

 

（４）全４地区共通項目 

現在、供用開始後 20 年以上の農業集落排水施設については、既存施設の有効活用や長寿

命化を図るべく、ライフサイクルコストを低減するとともに、更新や維持管理に要する経費

を平準化するストックマネジメント手法の導入が求められています。 

このことから、2019 年度（令和元年度）に機能診断調査等を踏まえ、今後の施設整備の

将来計画について、広域的な視点で施設機能を保全するための対策方法等を定めた構想計画

である最適整備構想を策定しました。 

 今後においては、持続可能な農業集落排水事業を継続するべく、最適整備構想に基づき、

計画的かつ効率的に維持管理を行っていくことにより、施設延命化とコスト縮減を図ります。 

 

 

 

 

業務指標 

2019 年度 

（令和元年度） 

実績 

2019 年度 

（令和元年度） 

類似団体実績 

2027 年度 

（令和９年度） 

目標年限 

収納率（現年度分） 99.96% － 99.96% 

経費回収率 21.09% 65.37% 15.64% 

企業債残高事業規模比率 0％ 654.71% 0％ 
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４－８ 財政計画 

（１）使用料の見直しに関する事項 

本来、使用料で全ての経費を賄う事が望ましいとされていますが、農村部における離農者

数の増加や、整備当初に比べ利用人口及び戸数の減少など地域事情がある中で、市民に対し

地域間の格差を生じさせないため、公共下水道事業の使用料金を適用しています。 

また、農業集落排水事業の経費回収率を基礎とした使用料の改定は実施しないこととして

いるため、収支ギャップの解消を図ることは厳しい状況です。 

こうした状況から、経費節減の経営努力を引き続き行いながら、最適整備構想に基づく施

設規模の見直しなども視野に入れつつ、収支ギャップの解消に努めていきます。 

 

（２）公営企業会計への移行 

2024 年度（令和６年度）からの公営企業会計適用を向けて資産台帳の整理を進め、経営

状態の透明化に努めます。 

 

（３）その他 

 集落排水施設使用料については、これまでも高い収納率で推移していることから、継続し

て適正な収納事務に取り組むことで財源の確保に努めていくとともに、道補助事業をはじめ、

計画的に資本費平準化債を活用することで、財政負担の軽減を図ります。 
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５. 個別排水処理 

５－１ 施設 

本市の個別排水処理施設事業は、各集合処理区域外の農家等を対象として、1995 年度（平

成７年度）から事業に着手しており、2020 年度（令和 2 年度）末における、総設置基数は

833 基となっています。 

 

個別排水処理施設の経過 
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施設概要 

 

（１）処理区域内人口、水洗化人口の推移 

2020 年度（令和 2 年度）末における処理区域内人口 2,705 人の内、水洗化人口は 1,890

人であり、水洗化率は 69.9％となっています。 

 

処理区域内人口、水洗化人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用開始年度 

（供用開始後年数） 

1995 年度（平成 7 年度） 

（26 年間経過） 

地方公営企業法適用区分 

（全部適用・一部適用・非適用） 
非適用 

処理区域内人口密度 
32.03 人/ha 

2020 年度（令和 2 年度）末 
流域下水道等への接続の有無 無し 

処理区域 処理区無し 処理場数 処理場無し 

広域化・共同化・最適化 

実施状況 

個別排水処理施設から排出される汚泥は、公共下水道の士別下水処理場で集

約・処理を行っています。今後は、市町村合併のメリットを生かした、より一

層の効率化（管理のあり方、情報の共有、施設の統合など）を検討します。 
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（２）流入水量、有収水量の推移 

個別排水処理施設事業の処理水量は全て汚水となっています。2020 年度（令和 2 年度）

末における年間汚水処理水量 100,710m3の内、年間有収水量は 100,710m3であり、有

収率は 100％となっています。 

 

年間汚水処理水量、年間有収水量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ 組織 

本市の個別排水処理施設事業は、建設水道部が所管しており、職員については、2020 年度

（令和 2 年度）末現在で事務職２人、技術職３人が従事しています。 

 

年度別職員数の推移 

西暦 和暦 事務職 技術職 合計 

2010 年 平成 22 年 3 人 3 人 6 人 

2011 年 平成 23 年 3 人 3 人 6 人 

2012 年 平成 24 年 3 人 3 人 6 人 

2013 年 平成 25 年 3 人 3 人 6 人 

2014 年 平成 26 年 2 人 3 人 5 人 

2015 年 平成 27 年 2 人 3 人 5 人 

2016 年 平成 28 年 2 人 3 人 5 人 

2017 年 平成 29 年 2 人 3 人 5 人 

2018 年 平成 30 年 2 人 3 人 5 人 

2019 年 令和元年 2 人 3 人 5 人 

2020 年 令和 2 年 2 人 3 人 5 人 

 

５－３ 民間活用 

（１）民間委託 

本市では、1995 年度（平成７年度）から個別排水処理施設の維持管理を民間委託してお

り、委託業務従事者については、2020 年度（令和 2 年度）末で 10 人が従事しています。 
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（２）指定管理者制度等 

個別排水処理施設事業は、生活排水などの汚水を良質な処理水に処理し、河川へ放流する

という重要な責務を担っているため、市が事業管理者となり、維持管理業務については、民

間活力を導入し、円滑な事業運営に努めています。このため、指定管理者制度の検討はして

いません。 

また、今後においても大規模な改築更新事業等の予定をしていないため、PPP・PFI 等の

活用についても見込んでいません。 

 

５－４ 資産活用 

（１）エネルギー利用（下水汚泥） 

下水汚泥の有効利用については、堆肥化した汚泥を主に、家庭菜園やガーデニングなど市

内で緑農地利用をしており、資源循環の観点からも環境負荷の小さい非常に優れた手法であ

ることから、今後も引き続き取り組んでいきます。 

（２）土地・施設等利用（未利用土地・施設の活用等）  

個別排水処理施設の設置箇所は個人敷地であることから、他の目的に利用することはあり

ません。 

 

5－５ 将来の事業環境 

 （１）水洗化人口の予測 

   水洗化人口は、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口に基づいて処理区域内人口を予

測し、水洗化率の動向を考慮し、算出しています。 

   水洗化率は、2020 年度（令和２年度）時点で 69.9%となっており、横ばいで推移する

と見込んでいます。 

水洗化人口は、人口の減少に伴い減少傾向となります。 

（２）有収水量と個別排水処理施設使用料の予測 

有収水量の推計値は、2020 年度（令和 2 年度）における有収水量と水洗化人口の比率

をもとに、将来の水洗化人口の推計値から算出しています。 

有収水量は、水洗化人口の減少に伴い減少傾向となり、個別排水処理施設使用料について

も同様に減少する見込みです。 

 

水洗化人口と有収水量の推計 
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５－6 経営健全化の取り組みと業務指標 

 （１）経営改善に向けた取り組み 

  【１】収入増加の取り組み    

    個別排水処理施設事業の使用料は、地域間の格差を生じさせないよう公共下水道事業の

使用料金を適用しており、個別排水処理施設事業の経費回収率を基礎とした使用料の改定

は実施しません。 

 使用料は減少傾向となる見込みのため、収入の増加を見込むのは厳しいものの、口座振

替の推進やコンビニエンスストアでの納付の開始、また、自治体 DX の推進に伴いキャッ

シュレス決済の導入に取り組み、使用者の利便性の向上を図ることで、収納率を維持しま

す。 

  【２】支出削減の取り組み 

    2022 年度（令和４年度）から隔月検針・隔月請求への移行と集金業務の廃止により、

料金徴収にかかる経費を削減します。また、納付書の様式の見直しや口座振替の推進など

に取り組むことで経費の圧縮を図ります。 

経営健全化に向けた維持管理経費縮減の取り組みを講じますが、使用料が減少するなか

で、経費回収率の改善は厳しい状況となっています。 

【３】財政状況を考慮した投資 

    投資事業を実施する際は、財政状況を考慮して投資を行います。また、借入金返済の負

担を軽減するため、基礎的財政収支を踏まえて、事業の平準化を図ります。 

 

 （２）業務指標 

  【１】収納率 

    収納率は、使用料の調定額のうち実際に納付された額の割合を表す指標です。 

[算出式]   個別排水処理施設使用料収納額 

個別排水処理施設使用料調定額  

 

  【２】経費回収率 

    経費回収率は、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているかを表した指標

です。 

[算出式]      個別排水処理施設使用料 

        汚水処理費（公費負担分を除く）  

 

【３】企業債残高事業規模比率 

企業債残高事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高

の規模を表す指標です。 

 [算出式]      地方債現在高合計 － 一般会計負担額 

営業収益 － 受託工事収益 － 雨水処理負担金  

 

 

 

× 100 

× 100 

× 100 
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５－７ 投資計画 

（１）個別排水処理施設 

士別地区（公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排水非該当地区）の個別排水

処理施設については、毎年度 10 基の設置計画としています。 

今後も、公共下水道等により汚水を集合的に処理する事が適当でない地域について、個別

排水処理施設を設置する事により、水質汚濁防止及び生活環境の改善を図ります。 

 

 

  

業務指標 

2019 年度 

（令和元年度） 

実績 

2019 年度 

（令和元年度） 

類似団体実績 

2027 年度 

（令和９年度） 

目標年限 

収納率（現年度分） 99.44% － 99.44% 

経費回収率 39.02% 50.06% 33.09% 

企業債残高事業規模比率 0％ 862.99% 0％ 
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５－８ 財政計画 

（１）使用料の見直しに関する事項 

本来、使用料で全ての経費を賄う事が望ましいとされていますが、管路整備が困難な地域

への水洗化を推進する政策や、個別排水処理施設特有の維持管理費などの経費がある中で、

市民に対し地域間の格差を生じさせないため、公共下水道事業の使用料金を適用しています。 

また、個別排水処理施設事業の経費回収率を基礎とした使用料の改定は実施しないことと

しているため、収支ギャップの解消を図ることは厳しい状況です。 

こうした状況から、今後についても、サービス水準の維持向上を念頭に、新たな発想によ

る経営改善策への取り組みについての検討が必要です。 

 

（２）公営企業会計への移行 

2024 年度（令和６年度）からの公営企業会計適用向けて資産台帳の整理を進め、経営状

態の透明化に努めます。 

 

（３）その他 

個別排水処理施設使用料については、これまでも高い収納率で推移していることから、継

続して適正な収納事務に取り組むことで財源の確保に努めていきます。 
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６. その他 

６－１ 情報公開・検証 

これまでも広報誌やホームページを活用して、市民へ適宜情報を提供してきました。 

今後も、提供する情報とその内容を充実させることを前提に、内容の見直しや事後検証に取り

組んでいきます。 
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下水道事業用語集 

【ア行】 

 

◆維持管理費 

事業の管理運営に要する経費で資本費に対する用語。「人件費」（職員の給与費等）及び「物件

費」（管きょの清掃費、電気代等の動力費、薬品費、施設の補修費、委託費等）の合計額。 

 

◆一次処理 

下水道中の固形物や油等を、物理的に沈澱または浮上させ、分離除去を行う処理。一般的に処理

場では最初沈殿池でこの処理を行う。 

 

◆一般会計 

地方公共団体の歳出は、その年度の歳入をもってこれに充てなければならない（自治法第 208

条第２項）とされているが、このような歳入・歳出のうち、地方公共団体の行政運営における基本

的な経費を中心に計上し経理する会計をいう。 

 

◆一般会計繰入金 

下水道建設費のうち国庫補助金、受益者負担金及び地方債を充てた以外の部分、維持管理費のう

ち下水道使用料で賄うべき以外の部分について市の一般会計より下水道事業特別会計に繰り入れ

るものをいう。   

 

◆雨水 

降る雨の水、雨が降ってたまった水。 

 

◆雨水吐室 

合流式下水道において、雨天時にある一定以上の下水を分水し、直接、河川等の水域に放流する

ためにせき等を用いた施設。 

 

◆エネルギー利用 

下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる

取組を指す。 

 

◆汚水 

汚濁した水、家庭・工場などで使用して汚れた水。 

 

◆汚水処理人口普及率 

行政区域内の総人口（住民基本台帳人口）に占める公共下水道、集落排水、コミュニティプラン

トおよび合併処理浄化槽等で汚水処理している人口の比率をいい、百分率で表す。 
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◆汚濁負荷 

家庭排水・事業場排水のほかにも、排水源の特定が困難な土地系に由来する汚濁物質が、海や川

の水質に及ぼす影響のことで、その汚濁物質の量を汚濁負荷量という。 

 

◆汚水処理費（円） 

汚水処理に係る維持管理費と資本費の合計。 

（維持管理費）日常の下水道施設の維持管理に要する経費をいいます。具体的には人件費、動力費、

薬品費、施設補修費、管渠清掃費等。 

（資本費）過去に借り入れた起債の元金および利子償還費 

 

◆汚水処理原価（円/ｍ3）＝汚水処理費÷年間有収水量 

有収水量 1ｍ3あたりの汚水処理費で、1ｍ3の汚水を処理するためにかかる費用であり、汚水処

理費の水準を表す。 

 

◆汚泥 

水中の浮遊物質が重量や生物の作用あるいは凝集剤の作用によって沈澱、堆積し泥状になったも

のを指す。 

 

◆汚泥消化槽 

嫌気性または好気性細菌や微生物の働きによって、汚泥中の有機物を分解して無機化するための

タンク。 

 

◆汚泥処理 

汚泥を濃縮・消化・洗浄・脱水・焼却したり薬剤添加することにより、汚泥量を減少・安定化・

無害化させることをいう。 

 

◆汚泥濃縮槽 

液状で引き抜かれた汚泥中の含水率を下げ、体積を減少させるためのタンク。 

 

【カ行】 

 

◆活性汚泥 

下水に空気を吹き込むことで生成される多数の好気性微生物を含むゼラチン状のフロックから

なる生物性汚泥。 

活性汚泥は有機物の吸着能力や酸化能力に優れていて沈降性も極めて高い。 

 

◆環境基準 

人の健康を保護したり生活環境を保全する目的で国や地方公共団体が公害防止対策を推進する

ために設定する望ましい環境の質レベルを指す。 
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◆企業会計 

企業の経済活動を記録、計算、報告等するため継続的に適用する会計手続をいい、組織的記録方

法として複式簿記を採用する。費用については発生主義により計上する発生主義会計を採用してい

る。官公庁会計のように、予算に重点がおかれて歳出の規制が財務運営の中心となるいわゆる現金

主義会計と著しく異なり、企業の経営成績及び財務状態を正確に把握することに適している。 

 

◆共同化 

複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを

含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知）、

事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施

する場合等）を指す。 

 

◆経常収支比率 

当該団体の財政構造の弾力性を測定する比率として使われ、次の式によって求められている。 

経常一般財源のうち経常的経費に充当される額÷経常一般財源の額×100％ 

経常収支比率は、おおむね 70～80％の間に分布するのが通常であるとされており、80％を超

える団体にあってはその削減抑制が求められている。 

 

◆下水処理場（終末処理場） 

下水を最終的に処理して河川や公共の水域または海域に放流するために、下水道の施設として設

けられる処理施設と、これを補完する施設。 

処理場からの放流水は水質汚濁法により排水基準の適用を受ける。 

 

◆下水道（施設）ストック 

建設済みの下水道構造物。建設から年月が経過し、耐用年数に近づいた施設が増大しているため、

計画的な改築や更新が必要となってきている。 

 

◆下水道処理人口普及率 

下水処理区域内人口÷行政人口×100。行政人口の内、下水道が整備された人口の割合 

 

◆広域化 

一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。 

 

◆公営企業会計 

地公企法の全部または一部が当然に適用される事業。官公庁会計方式ではなく、企業会計方式に

よって経理される。独立採算制の地方公営企業の財政状況を正確に把握するための会計方式で、①

収益・費用とも発生の事実に基づき、未収・未払の状態で計上する発生主義、②減価償却という期

間計算による費用化（費用配分）、③企業の経常的活動に係る収益的収支と資本的収支の２本建て

予算、④資産、負債及び資本の観念がある、⑤予算及び決算の双方を重視するなど官公庁会計方式

と著しく異なっている。 
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◆公共下水道 

主として市街地の雨水の排除または汚水処理をするために自治体が管理する下水道。 

 

◆公設桝 

道路に埋設された下水道と家庭や事業所等に設置された排水設備を接続し、下水管へ汚水・雨水

を排出するための桝。 

 

◆個別浄化槽（合併処理浄化槽） 

トイレや台所、風呂などから流される生活排水を、各家庭に設置された浄化槽内で微生物の働き

を利用してきれいにする装置。し尿のみを処理する単独処理浄化槽に比べ、全ての生活排水を処理

し、水質的には下水道に近い能力があることから、下水道や集落排水が普及していない人口の散在

する地域の生活排水対策として効果的である。なお、単独処理浄化槽は、浄化槽法により 2001

年（平成 13年）以降新規に設置することは認められていない。 

 

◆合流式下水道 

汚水と雨水を同じ管（１本）で収集する方式。 

早くから下水道事業に取り組んできた都市に見られるが、公衆衛生の問題点から分流式が主流と

なっている。 

 

【サ行】 

 

◆最終沈殿池 

反応タンク等からの流出水を沈澱させて処理水と汚泥を分離するための池。 

 

◆最初沈殿池 

活性汚泥法等の処理に先立って、下水中の浮遊物をできるだけ除去して、以後の処理施設の負荷

を軽減させるため、沈殿池、スクリーンを経た沈澱可能物質を沈澱分離するための池。 

 

◆最適化 

①他の事業との統廃合。 

②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なもの

を選択すること（処理区の統廃合を含む）。 

③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。 

 

◆私設桝 

家庭などの汚水・雨水を公設桝へ流すために、個人で設置・管理する桝。 

 

◆使用料単価（円/ｍ3） 

使用料収入÷年間有収水量。 

有収水量 1ｍ3あたりの使用料収入であり、使用料の水準を表す。 
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◆資本費 

官庁会計方式の場合にあっては、「地方債元利償還費」と「地方債取扱諸費」、「地方公営企業

法適用の下水道事業の場合は、「減価償却費」「企業債等支払利息」及び「企業債取扱諸費」等の

合計額。 

 

◆除害施設 

人の健康を害する恐れのあるもの、または生活環境に対して害をもたらす恐れのあるものを含ん

だ下水や公共下水道施設の機能を損傷させる恐れのある下水を排除して、基準以下の水質にするよ

うに設置する施設。 

 

◆処理区 

予定処理区を処理場の系統別に分割したものをいう。 

 

◆水洗化率（％） 

現在水洗便所設置済人口÷現在処理区域内人口×100。 

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水を処理している人口の割合。 

 

◆スクリーン 

下水中の浮遊性の夾雑物を除去するためのもので、放流水域の汚濁防止、ポンプ等の保護及び処

理過程を円滑にするために設置するもの。 

 

◆ストックマネジメント 

既存の構造物（ストック）を有効に活用し、長寿命化を図る体系的な手法のことです。多様化す

る現在の需要に対して、既存構造物の計画的な評価、保全が求められており、ただ単純に古くなっ

たからという理由で構造物を解体して新築（改築）を繰り返す、いわゆる「スクラップ＆ビルド」

とは異なる手法。 

 

◆堰（せき） 

水路の流水をせき上げて、その上を越流させるための総称。 

 

【タ行】 

 

◆脱水汚泥 

汚泥中の水分を除去することであり、これにより容積を減少させ、汚泥の処理及び処分が容易に

なる。 
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◆地方公営企業 

地方公共団体が経営する企業のうち、水道事業（簡易水道事業を除く。）、工業用水道事業、軌

道事業、自動車運送事業、鉄道事業、電気事業及びガス事業の７事業（これらに附帯する事業も含

む）を地方公営企業という。 

なお、水道事業には水道用水供給事業を含み、下水道事業は含みません。地方公営企業は、経済

性を発揮（経済性）するとともに、公共の福祉を増進（公共性）することを経営の基本原則とし、

その経費は、原則として当該企業の経営に伴う収入をもって充てることとしている。 

 

◆地方公営企業法 

地方公共団体が経営する企業の能率的経営を促進し、経済性を発揮させるとともに、その本来の

目的である公共の福祉の増進を図るため、自治法、地財法、地公法の特別法として、企業の組織、

財務及びこれに従事する職員の身分取扱その他企業の経営の根本基準、一部事務組合に関する特例

を定める地方公営企業の基本法である。 

水道事業は、法定事業として当然に適用され、簡易水道事業には任意に適用されます。統計上は

法適用事業、法非適用事業に区分される。 

 

◆地方債 

地方公共団体が証券を発行することによる債務または証書借入れによる債務で、その償還が１会

計年度を超えて行われるもの。同一会計年度内の資金繰りのために借り入れる一時借入金とは区別

される。後世代の人たちにも利用可能な公共施設の建設事業などについて地方債を起こすことがで

きる。 

 

◆特定環境保全公共下水道 

公共下水道のうち、市街化区域以外において、農村部の生活環境の改善と農業用水などの水質保

全、あるいは、湖沼・ダム湖などの自然環境の保全を目的として設置される下水道をいう。従来、

採択規模は 1,000 人以上 10,000 人未満であったが、水質保全上緊急を要する場合には「簡易な

公共下水道」として 1,000 人未満でも実施できるようになった。 

 

◆土地・施設等利用 

土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す。（単

純な売却は除く） 

 

◆トラップ 

排水設備の配管の中に設けられ下水道の悪臭や害虫等が屋内へ侵入するのを防ぐ器具や装置、ま

たは構造を指す。 
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【ナ行】 

 

◆農業集落排水 

農業振興地域における農業用排水の水質保全、機能維持を図ることを目的に、原則として処理対

象人口が概ね、1,000 人以下の規模を対象として計画・施工する事業です。合併浄化槽設置整備

事業、漁業集落環境整備事業等とともに、下水道類似施設を設置する事業。  

 

【ハ行】 

 

◆排水設備 

家庭や事業所等の敷地に設ける排水管や桝等の個人が所有・管理している施設。 

◆吐口 

下水道施設から処理水や雨水を公共用水域に放流する放流口の施設。 

 

◆反応タンク 

活性汚泥法で下水と活性汚泥の混合液に対し必要な酸素の供給と混合を行い、混合液を空気に接

触させるタンク。 

 

◆PPP・PFI 

PPP とは、公民が連携して公共サービスの提供を行うスキームのことであり、PPP の一部であ

る、PFI は、公共施設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資金と経営能力・技術力（ノ

ウハウ）を活用し、公共サービスの提供を民間主導で行うことで、効率的かつ効果的な公共サービ

スの提供を図ろうとする公共事業の手法をいう。 

 

◆BOD（生物化学的酸素要求量） 

水中の分解可能性有機物質（汚れ）を生物（細菌）化学的に分解（食べる）安定化するために必

要な酸素量を mg/リットルであらわしたもので、水質汚濁の重要な指標となっている。 

 

◆分流式下水道 

汚水と雨水を別々の管（２本）でそれぞれ収集する方式であり、現在下水道の整備手法としては、

この方式が主流となっている。 

 

【マ行】 

 

◆マンホール 

下水管渠の清掃・換気・点検・検査等を目的として設けられる施設。 
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【ヤ行】 

 

◆有収水量 

下水道使用料の徴収の対象になった汚水量をいう。 

  

◆有収率 

有収水量を汚水処理水量で除したものをいう。 

 

◆遊水池 

下流における洪水ピーク流量を低減させるため、流下洪水の一部を一時的に貯留して湛水池とす

る地域をいいます。自然条件をそのまま利用する場合と、河川幅を著しく広げるなどの土木工事に

よる場合などもある。遊水池内を平常時に公園など他の用途に利用する場合は、多目的遊水池とよ

ばれる。 

 

【ラ行】 

 

◆ライフサイクルコスト 

ある施設における初期建設コストと、その後の維持管理費用等を含めた生涯費用の総計をいう。 
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士別市下水道事業 経営戦略 

 

士別市建設水道部 

〒095-8686 士別市東６条４丁目１番地 

 

TEL：(0165)-26-7798(直通) 

URL：http://www.city.shibetsu.lg.jp 

   E-MAIL：jyougesuidoukakari@city.shibetsu.lg.jp 

 


